
大仙市立西仙北中学校

いじめ防止等のための基本方針

令和８年５月 改訂

１ いじめ防止等に関する基本的な考え方について
本校は、学校教育目標「学び合い 支え合い 高め合い～なりたい自分への挑戦～」、

学校スローガン「みんながつくる！－くうきのおいしい学校－」を掲げ、生徒一人一人
にとって学ぶ楽しさ、学びがいのある学校を目指している。安心と心の安らぎを第一に
落ち着いて学べる環境、一人一人が真にかけがえのない存在と認められ、その「よさ」
と可能性を伸ばすために様々な活動に取り組むことができるよういじめ防止に向け、指
導体制を整備し、いじめの未然防止、早期発見に取り組むとともに、いじめを認知した
場合は、適切かつ速やかに解決するために「いじめ防止等のための基本方針」を定める。
また、令和６年８月改訂版「いじめの重大事態の調査に関するガイドライン」（文部科
学省）を踏まえ、本校における「いじめ防止等のための基本方針」の改訂を行った。
いじめは、人として決して許されない行為である。しかしながら、どの生徒にも、ど

の学校にも起こりうることを認識し、校長のリーダーシップのもと、学校全体で組織的
な取組をする必要がある。「いじめを生まない土壌づくり」に取り組む未然防止の活動
は、教育活動の在り方と密接に関わっており、全ての教職員が日々実践することが求め
られている。いじめは、いじめを行った生徒といじめの被害を受けた生徒という二者関
係だけでなく、周りにいてはやし立てたり面白がったりする生徒（観衆）と周辺で黙っ
て見守っている生徒（傍観者）を含めた４層構造の中で発生することをしっかり認識す
る必要がある。この４層構造を意識し、全教育活動を通して豊かな人間性を育み、適切
な集団づくりに努め、いじめの未然防止に向けた取組を推進する。
＜いじめ防止等に関する基本認識＞
(1) 全ての生徒がいじめを行なわない、いじめは絶対にあってはならないと強く意識
する。

(2) いじめを傍観したり放置したりしない。すぐに声に出し、見逃さない。
(3) いじめ防止に向けて、生徒が主体的かつ積極的に取り組もうとする環境を構築す
る。
(4) 「いじめはどの生徒にも、どの学校でも起こりうる」という共通認識の下、「い
じめの問題は学校を含めた社会全体の課題である」という強い意識をもち、積極的
に関係機関との連携を図る。

２ いじめの未然防止の取組について
いじめは、どの生徒にも起こりうる、どの生徒も被害者にも加害者にもなりうるとい

う事実を踏まえ、全ての生徒を対象にいじめに向かわせないための取組を全ての教職員
で行う。
(1) いじめについての教職員の共通理解
①いじめ防止等に関する基本的な考え方、いじめの基本認識を確認する研修会を設定
する。

(2) 生徒間、生徒と教職員、教職員間の信頼関係の構築
①学習活動や学級活動、学年・学校行事を工夫し、生徒の自尊感情を高める。
②教職員間で互いに学級経営や授業、生徒指導等について、気軽に話ができる職場に
する。

(3) 集団づくり、社会性の育成
①生徒がいじめ問題を自分のこととして考え、自ら活動できる集団づくりに努める。
②心が通い合うあたたかい学級経営や教育活動を学年、学校全体で展開し、生徒同士
が行動の間違いを指摘し合える環境づくりを目指す。

③福祉体験やボランティア体験を教育活動に取り入れ、生徒が他者や社会、自然と直
接的に関わる機会を設定する。



(4) 自己肯定感、自己有用感の育成
①「生徒指導の実践上の視点」を基盤とした学習指導に努め、「わかる」「できる」喜
びを体得させる。

②学級の係活動や生徒会活動、部活動など、生徒が主体的に取り組む協働的な活動を
通して、達成感や充実感を味わわせ、自己信頼感を育む。

③職場体験を中心としたキャリア教育の充実や総合的な学習の時間における地域の方
々との触れ合いなどを通して、自分の将来に希望をもって進む意欲をもたせる。

(5) 道徳教育や人権教育の充実
①道徳科の時間に、生命尊重やいじめを題材とした学習に重点をおき、道徳的心情と
実践力を育てる。

②いじめの問題を自分事として考えることができるよう、学級活動等で、いじめに関
わる問題を取り上げ、生徒同士で検討したり、ロールプレイを行ったり、実践的な
取組の充実に努める。

③社会科をはじめとする各教科等の学習において人権に関わる内容を取り上げ、自他
を尊重する心や規範意識を育てる。

(6) 特別活動（特に生徒会活動）の充実
①生徒会が主体となり、いじめ撲滅等に向けた集会等を企画・運営する。
②生徒会によるあいさつ運動、ボランティア活動を充実させる。

(7) 情報モラル教育の充実
①技術・家庭科の学習において、問題となった具体的な事案をもとに知識と理解を深
め、トラブルの防止法や被害者・加害者にならない方法を学ぶ。

②ＳＮＳ活用の低年齢化が進んでいることから、小・中連携による指導に努める。ま
た、警察等関係機関の協力を得て、情報モラル教室の開催など学習機会を設ける。

③学校報、学年通信、ＰＴＡ会報などを活用して、保護者への啓発活動を充実させる。

３ いじめの早期発見について
いじめは、大人の気付きにくく判断しにくい形で行われることを認識し、ささいな兆

候であっても、いじめではないかとの疑いをもって、早い段階から関わりをもち、いじ
めを隠したり軽視したりすることなく、積極的に認知する。
(1) 日々の観察
①教職員が生徒と共に過ごす機会を積極的に設けることを心掛け、いじめの早期発見
を図る。

②休み時間や昼休み、放課後の部活動等の機会に、生徒の様子に目配りをする。
③文部科学省「いじめのサイン発見シート」や「心の天気」を活用し、家庭と連携し
ながら生徒の変化に気を配る。

(2) 教職員全体で情報の共有、定期的な情報交換
①さわやか委員会及び主任会（毎週１回開催）、生徒指導情報交換会（職員会議等で
月１回）、生徒を語る会（年２回）、Ｑ―Ｕアンケートの結果を用いた研修（年２回）、
地域の民生委員との会（年１回）で現状や指導についての情報交換を行う。

(3) スクールライフノート等の活用
①スクールライフノート等の活用によって、学級担任と生徒、保護者が日頃から連絡
を密にすることで、信頼関係を構築する。

②気になる内容については、教育相談や家庭訪問等を実施し、迅速に対応する。
(4) 教育相談の実施
①教職員と生徒の信頼関係を形成するために日常生活の中での教職員の声掛け等、生
徒が日頃から気軽に相談できる環境をつくる。

②定期的に教育相談期間を設けて、全校生徒を対象とした教育相談（年２回）を実施
する。その他にも必要に応じて、随時実施する。

③教職員や保護者には伝えにくい情報を得られるようスクールカウンセラーやスクー
ルソーシャルワーカー等関係機関との連携を図る。

(5) いじめに関するアンケートの実施



①「いじめに関するアンケート」は、早期発見の手立ての一つであると認識した上で、
年５回以上記名式で実施する。

４ 学校内の組織と情報共有について
(1) 学校内の組織
①さわやか委員会
・構成メンバーは、校長、教頭、教務主任、生徒指導主事、生徒指導専任、養護教
諭、学年主任、当該学級担任とする。定例の委員会は、年度当初と前期終了時、
年度末の３回開催する。

・主任会と兼ねることで、週に１回、情報交換を行う。
・学校の基本方針に基づく具体的な年間計画の作成・実行・検証・修正を行う。
・いじめの疑いに関する情報や生徒の問題行動に関する情報の収集や記録、共有を
行う。

・いじめの疑いに係る情報があった場合には、緊急会議を開催し迅速な情報の共有、
関係生徒への事情聴取、指導及び支援の決定、保護者との連携を行う。

②生徒指導情報交換会 ＜構成メンバー＞ 全教職員
・職員会議等を活用して設定し、全教職員で問題傾向を有する生徒について現状や
指導についての情報交換及び共通行動について話し合う。

③校内研修会の実施
・校内研修会年間計画に位置付け実施する。必要に応じて、職員会議後のミニ研修
を活用して実施する。

④家庭や地域、関係機関との連携した組織
・緊急な問題が発生した場合は、校長の指示により敏速に支援体制をつくり対処す
る。状況によっては、緊急のいじめ対策委員会を開催し敏速な対応を行う。さわ
やか委員会のメンバーに、市教育委員会やスクールカンセラー、フレッシュカウ
ンセラー、警察関係者等を加えて組織する。

(2) 学校内の情報共有
いじめの初期状態を正確に把握するため、生徒同士の人間関係のトラブルや学級担

任が把握した問題行動、さらには欠席が３日以上続いた場合等を網羅した「いじめ問
題等に関する記録」を作成し、学級担任等が日々記載することとする。また、記載さ
れた事案については、さわやか委員会において、いじめ認知判断をし、周囲と対策を
協議する。
①教職員は生徒や保護者等から「いじめ相談」があった際は、抱え込まずに、又は対
応不要であると個人で判断せずに、その全てを直ちに管理職に報告する。

②校長は、報告があった際は、事実確認を待つことなく、速やかに市教育員会に電話
（第一報）及び文書で報告するとともに、さわやか委員会により、情報の共有や事
実関係の確認等を適切に行う。

③事実関係の把握等により、いじめに当たると判断した場合には、その早期解決と再
発防止に向け、いじめを受けた生徒を守り通すことを前提として、いじめを受けた
生徒及びその保護者に対する支援や、いじめを行った生徒に対する指導及びその保
護者に対する助言等を組織的に行う。

④校長は、経過について、適宜、市教育委員会に電話又は文書で報告する。

５ いじめへの対処について
(1) いじめ事案への対処（いじめ対応の基本的な流れ）

いじめ情報のキャッチ、行為の発見

↓ ・対象生徒を徹底して守る。
↓ ・見守る体制をつくる（朝、休み時時間、放課後等）。
↓ ・ ｢学年部会｣｢さわやか委員会｣の招集



正確な実態、事実関係の把握

↓ ・当事者双方、周りの生徒からの聴き取りをし、記録する。
↓ ・関係教職員と情報を共有し、正確に把握する。

指導体制、方針の決定

↓ ・指導のねらいを明確にする。
↓ ・関係教職員の共通理解を図り、対応する教職員の役割分担を考える。

生徒への指導・支援 保護者との連携

↓ ・いじめを受けた生徒を保護し、心配や不安を取り除く。
↓ ・いじめを行った生徒の人権にも十分配慮しながら、相手の苦しみや痛み
↓ に思いを寄せる指導を十分に行う。指導を通して、「いじめは決して許さ
↓ れない行為である」という意識をもたせる。

今後の対応

・継続的に指導や支援を行うとともに、スクールカウンセラー等の活用も
含め心のケアにあたる。

・心の教育の充実を図り、誰もが大切にされる学校、学年・学級経営を行
う。

(2) いじめへの早期対応
いじめの兆候を発見した時は、問題を軽視することなく、早期に適切な対応をする

ことが大切である。対象生徒の苦痛を取り除くことを最優先に、迅速な指導を行い、
解決に向けて一人で抱え込まず、学年及び学校全体で組織的に対応する。

(3) いじめが起きた場合の対処
①対象生徒（又は、いじめを受けた生徒）に対して
＜生徒に対して＞
・秘密を守ること、守り抜くことを大前提として話し合う。
・事実確認とともに、味わった辛さや悔しさなど、今の気持ちを受け入れ、共感
することで心の安定を図る。

・「最後まで守り抜くこと」を伝え、不安を除去し、安全確保に努める。
・必ず解決できる希望がもてることを伝える。
・自信をもたせる言葉をかけるなど、自尊感情を高めるよう配慮する。
・機会あるごとにコミュニケーションをもち、生徒との信頼関係を築く。

＜保護者に対して＞
・発見したその日のうちに、家庭訪問等で保護者に面談し、事実関係を伝える。
・学校の指導方針を伝え、今後の対応について協議する。
・保護者の辛い気持ちや不安な気持ちを共感的に受け止める。
・継続して家庭と連携を取りながら、解決に向かって取り組むことを伝える。
・家庭での生徒の変化に注意してもらい、気兼ねなく相談するよう伝える。

②関係生徒（又は、いじめを行った生徒）に対して
＜生徒に対して＞
・いじめの事実関係、きっかけ、原因、これまでの経過等の客観的情報を収集す
る。

・いじめを完全に止めさせ、二度としないことを約束させる。
・いじめた気持ちや状況などについて十分に聞き、生徒の背景にも目を向けて指
導する。



・心理的な孤立感・疎外感を与えないようにするなど一定の教育的配慮の下、毅
然とした対応と粘り強い指導を行い、いじめが人として決して許されない行為
であることやいじめられる側の気持ちを認識させる。

・いじめは、複雑な心の危機やストレスのサインと受け止め、本人の問題理解に
努めるとともに、問題を繰り返さないように心の成長を促す。

＜保護者に対して＞
・正確な事実関係を説明し、いじめられた生徒や保護者のつらく悲しい気持ちを
伝え、よりよい解決を図ろうとする思いを伝える。
・「いじめは決して許されない行為である」という毅然とした姿勢を示し、事の
重大さを認識させ、家庭での指導を依頼する。

・生徒の変容を図るために、今後の関わり方などを一緒に考え、具体的な助言を
する。

③他の関係生徒に対して
・当事者だけの問題にとどめず、学級及び学年、学校全体の問題として考え、いじ
めの傍観者からいじめを抑止する仲裁者への転換を促す。
・「いじめは決して許さない」という毅然とした姿勢を学級・学年・学校全体に示
す。

・はやし立てたり、見て見ぬふりをする行為は、いじめ行為や加担行為と同等であ
ることを理解させる。

・いじめは、他人事ではないことを理解させ、当事者の気持ちを考えさせる。
・いじめを訴えることは、正義に基づいた勇気ある行動であることを指導する。
・いじめに関するマスコミ報道や、体験事例等の資料をもとにいじめについて考え
させ、自分たちの問題として意識させる。

④継続した指導
・いじめが解消したと見られる場合でも、引き続き十分な観察を行い、折に触れて
必要な指導を継続的に行う。

・教育相談、生活ノートなどで積極的に関わり、その後の状況について把握に努め
る。

・いじめを受けた生徒のよさを褒めたり、認めたりして肯定的に関わり、自信を取
り戻させる。

⑤学級全体への指導
・学級内の身近な問題を取り上げたり、様々な新聞記事等を提供したりしながら、
話合いを通して問題やいじめについて考え、解決に向け取り組む学級をつくる。

・見て見ぬふりをすることを止めさせ、情報提供することが、いじめ根絶につなが
ることを指導する。

・いじめは絶対に許さないという断固たる教師の姿勢を示す。
・いじめの発生を契機として、事例を検証し、再発防止・未然防止のために日常的
に取り組むことを洗い出し、いじめのない学級づくりへの取組を強化する。

６ いじめ解消の定義について
いじめは、単に謝罪をもって安易に解消とすることはできない。いじめが「解消して

いる」状態とは、少なくとも次の２つの要件が満たされている必要がある。ただし、こ
れらの要件が満たされている場合であっても、必要に応じ、他の事情も勘案して判断す
るものとする。

①いじめの行為が少なくとも３か月（目安）止んでいること
②いじめを受けた生徒が心身の苦痛を感じていないこと

いじめが解消に至っていない段階では、いじめを受けた生徒を徹底的に守り通し、そ
の安全・安心を確保する。また、いじめが「解消している」状態とは、あくまで、一つ
の段階に過ぎず、「解消している」状態に至ったことをもって安心と考えてはならない。
いじめが再発する可能性が十分にあり得ることを踏まえ、いじめを受けた生徒及びいじ



めを行った生徒については、継続的に注意深く観察する。

７ ネット上のいじめについて
(1) ネットのいじめとは、パソコンや携帯電話・スマートフォンを利用して、特定の生
徒の悪口や誹謗中傷等をインターネット上のＷｅｂサイトの掲示板などに書き込んだ
り、メールを送ったりするなどの方法により、いじめを行うことをいう。

(2) 未然防止には、生徒のパソコンや携帯電話、スマートフォン等を第一義的に管理す
る保護者との連携を密にした取組を行う。

(3) 早期発見には、メールを見たときの表情の変化や携帯電話等の使い方の変化など、
被害を受けている生徒が発するサインを見逃さないよう、保護者と連携して対応する。

(4) ネット上のいじめを発見したときは、書き込みや画像の削除等、迅速な対応を図る
とともに、人権侵害や犯罪、法律違反など内容によっては警察や秋田地方法務局人権
擁護課、秋田弁護士会などの専門的な機関に相談し、連携して対応する。
(5) 生徒会で策定した「ＮＳＲ（西仙ＳＮＳ利用ルール）」を遵守させるとともに、市
教育委員会の情報モラルいじめ対策事業を活用し、生徒を対象にした情報モラル教室
を開催し、ネット使用のルール、使用上の注意点についての理解を深める。

８ 重大事態への対処
(1) 重大事態とは

①いじめにより生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑いがあるとき（生命
心身財産重大事態）
※例：生徒が自殺を図った場合、身体に重大な障害を負った場合など

②いじめにより相当の期間学校を欠席することを余儀なくされている疑いがある
とき（不登校重大事態）
※「相当の期間」とは年間30日を目安。ただし、一定期間、連続して欠席して
いるような場合には、この目安に関わらず、迅速に調査に着手する。

※生徒や保護者から、いじめにより重大事態に至ったという申し立てがあったと
きは、学校が把握していない極めて重要な情報である可能性があることから、
調査をしないまま、いじめの重大事態ではないと断言できないことに留意し、
重大事態が発生したものとして報告・調査等に当たる。

(2) 重大事態に対する基本的姿勢
対象生徒や保護者の「いじめの事実関係を明らかにしたい」、「何があったのか知

りたい」という切実な思いを理解し、対象児童・保護者に寄り添いながら対応する
ことを第一とする。
※詳細な調査を実施していない段階で「いじめはなかった」、「学校に責任はない」
と判断しないように気を付ける。また、対象生徒やその家庭に問題があったと発
言するなど、対象生徒や保護者の心情を害することは厳に慎む。

(3) 重大事態発生時の対応
①重大事態の報告

重大事態（「疑い」も含まれる）と思われる案件が発生したときには、速やかに
市教育委員会に報告する。

②調査を行うための組織
学校が主体として調査を実施する場合は、市教育委員会の指導・助言の下、さわ
やか委員会に学校運営協議会委員、ＰＴＡ代表等の学校以外の第三者の委員（ただ
し、直接の人間関係又は特定の利害関係を有しない者）を加え、公平性・中立性の
確保に努めた構成により組織する。
市教育委員会が主体として調査を実施する場合は、市教育委員会の指示の下、資

料の提出など調査に協力する。
③重大事態の調査
・対象生徒や保護者に「調査の目的・目標」、「調査の主体（組織の構成、人選」、「調



査時期・期間」、「調査事項・調査対象」、「調査方法」、「調査結果の提供」等につ
いて説明する。
・調査に当たっては、「いじめの重大事態の調査に関するガイドライン（令和６年
８月改訂版 文部科学省）」を参照しつつ、重大事態に至る要因となったいじめ
行為が、いつ（いつ頃から）、誰から行われ、どのような態様であったか、いじ
めを生んだ背景事情や生徒の人間関係はどうであったか、教職員がどのように対
応したかという事実関係を可能な限り網羅的に明確にする。その際、対象生徒や
いじめに係る情報を提供してくれた他の関係生徒を守ることを最優先とする。

・調査により把握した情報の記録については、指導要録の保存期間に合わせて、５
年間保存する。

・事前に説明した方針に沿って、いじめの被害を受けた生徒や保護者に対して、調
査に係る情報提供及び調査結果の説明をする。また、いじめを行った生徒側への
情報提供に係る方針について、いじめの被害を受けた生徒や保護者に改めて確認
した後、関係生徒側に対する情報提供を実施する。

④いじめの被害を受けた生徒や保護者のケア
いじめの被害を受けた生徒や保護者が精神的に不安定になっている場合、スクー

ルカウンセラーやスクールソーシャルワーカー等を活用しながら、専門機関による
支援につなげる。

(4) 調査結果を踏まえた対応
①いじめが認定されている場合、いじめを行った生徒に対して個別に指導を行い、保
護者と協力しながらいじめの非に気付かせ、いじめの被害を受けた生徒への謝罪の
気持ちを醸成させる。

②いじめを行った生徒に対して必要な教育上の指導を行っているにもかかわらず、そ
の指導により十分な効果を上げることが困難な場合、関係機関（警察、児童相談所、
医療機関、弁護士会、法務局等の人権擁護機関等）と連携を図り、指導に当たる。

③調査結果を公表する場合、公表の仕方及び公表の内容について、いじめの被害を受
けた生徒や保護者と確認する。

④文部科学省が作成した「いじめの重大事態の調査に関するガイドラインチェックリ
スト」を活用し、いじめ防止等のために基本方針に基づく適切な対応や、さわやか
委員会の機能を生かした取組等を視点に分析を行い、再発防止に努める。

９ いじめ防止年間指導計画について

指導等の内容
月

教職員の活動 生徒の活動 保護者への活動

４ ・いじめ防止等のための基本方針 ・学級開き、学級 ・いじめ対策につい
の検討 【さわやか委員会】 ルールづくり ての説明、啓発

・生徒についての情報交換① 【学級活動】 【ＰＴＡ総会】
【生徒を語る会】

・いじめ等に関するアンケート①

５ ・スクールカウンセラーとの連携 ・いじめ撲滅等の ・ＮＳＲ（西仙北中
・Ｑ－Ｕアンケート①の実施 取組Ⅰ ＳＮＳルール）の

【生徒総会】 周知

６ ・いじめ等に関するアンケート②
・いじめ等対応に係る事例研修①

７ ・教育相談Ⅰ ・小・中連携あい ・保護者との情報交
・地域の民生委員との情報交換 さつこだま運動 換



【民生委員と語る会】 【学年懇談、面談】
・情報モラル教室

８ ・Ｑ－Ｕの結果を用いた研修①

９ ・携帯、インターネット調査 ・小・中連携あい
・いじめ等対応に係る事例研修② さつこだま運動

10 ・情報の共有、後期の計画
【さわやか委員会】

・いじめ等に関するアンケート③

11 ・教育相談Ⅱ
・Ｑ－Ｕアンケート②の実施

12 ・いじめ等に関するアンケート④ ・保護者との情報交
換
【学年懇談、面談】

１ ・Ｑ－Ｕの結果を用いた研修②
・生徒についての情報交換②

【生徒を語る会】

２ ・いじめ等に関するアンケート⑤ ・いじめ撲滅等の ・保護者との情報交
・スクールカウンセラーとの連携 取組Ⅱ 換

【生徒総会】 【学年懇談、面談】

３ ・本年度のまとめ、来年度の課題 ・卒業、進級に向
検討 【さわやか委員会】 けて【学級活動】

年 ・主任会と兼ねてさわやか委員会 ・市中学生サミッ ・代表が研修会に参
間 を開催（毎週１回開催） トへの代表生徒 加（県・市ＰＴＡ

・生徒指導情報交換会（定例の職 の参加 連合会の研修等）
員会議等で）

10 主な相談・通報窓口
○たんぽぽダイヤル（大仙市教育委員会相談電話）
℡ 0187‐63‐8787（月曜日～金曜日 ８時30分～17時）

○24時間子供ＳＯＳダイヤル（全国統一ダイヤル）
℡ 0120‐0‐78310（24時間受付可）

○いじめ緊急ほっとライン（県教育庁南教育事務所）
℡ 0120‐377‐943（８時30分～17時）
※土日、祝祭日、年末・年始、月曜日～金曜日の17時から８時30分は、留守番電話
により、中央児童相談所「24時間・365日」相談に案内される。

○やまび電話（秋田県警察本部）
℡ 018‐824‐1212（24時間受付可）

○子どもの人権110番（秋田地方法務局人権擁護課）
℡ 0120‐077‐110（８時30分～17時15分）

○子どもの人権無料法律相談（秋田弁護士会）
℡ 018‐896‐5599（９時～17時）



11 関係資料（年度初めのＰＴＡで活用する説明資料）

いじめとは・・・
児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童等と一定の人的関係にある
他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行
われるものを含む。）であって、当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じてい
るものをいいます。 ［いじめ防止対策推進法 第二条］

本校では、「いじめは、人間として絶対に許されない」という強い認識をもつこと、「いじめは、ど
の学校にも、どの学年・学級にも、どの生徒にも起こりうる」という危機意識をもつこと、「いじめら
れている生徒を最後まで守り抜く」という信念をもつことの三つの考え方を基本に、家庭・地域と連
携を図り、本校の課題を見いだし、生徒の実態に応じた取組を推進します。

本校では「未然防止」「早期発見」「早期対応」の三本柱でいじめ対応に取り組みます。

未然防止 早期発見 早期対応
いじめをしない、させない、許 教職員による丁寧な生徒理解 問題解決に向けて、迅速かつ
さない、見逃さない風土づくり と些細な変化への気付き 組織的に対応
・いじめについての教職員の共 ・日々の観察と観察の視点「生 ・いじめられた生徒の安全を
通理解と研修の充実 徒がいるところには、教職 最優先に確保

・生徒との信頼関係の構築 員がいる」 ・さわやか委員会を機能させ
・集団づくり、社会性の育成 ・校内での定期的な情報交換 た組織的な対応
・道徳教育や人権教育の充実 ・スクールライフノートや心 ・事実確認と情報の共有
・教科指導と生徒指導の一体化 の天気の活用 ・方針に基づいた適切な指導
・生徒理解、相談体制の整備 ・定期的な教育相談といじめ の実施
・保護者や地域への啓発 に関するアンケートの実施 ・外部機関との連携

いじめの重大事態とは…
○いじめにより生命、心身又は財産に重大な被害が生じ
た疑いがあるとき（生命心身財産重大事態）

いじめ情報のキャッチ、行為の発見 ※例：生徒が自殺を図った場合、身体に重大な障害を
負った場合 等

○いじめにより相当の期間学校を欠席することを余儀な
正確な実態、事実関係の把握 くされている疑いがあるとき（不登校重大事態）

※「相当の期間」とは年間30日を目安。ただし、一定
期間、連続して欠席しているような場合には、この

指導体制、方針の決定 目安に関わらず、迅速に調査に着手

生徒への指導・支援、保護者との連携 生徒や保護者から、「いじめにより重大な被害が生じた」
という申立てがあったときは、重大事態が発生したもの
として報告・調査等に当たります。また、重大事態が発

組織的な見守り 生した場合は、速やかに市教育委員会に報告するととも
（継続的な指導・支援・助言・観察） に、関係機関（警察、児童相談所等）との連携を含んだ

対応を協議し、解決に向けて取り組みます。

気がかりなことがあれば、まずは学校に相談してください。

大仙市立西仙北中学校 いじめ防止基本方針（概要版）

大仙市立西仙北中学校 いじめ防止への取組

いじめ対応の基本的な流れ


